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(57)【要約】
【課題】体腔内の狭い空間であっても使用し易い湾曲性
能を有する内視鏡を提供する。
【解決手段】体腔内に先端側から挿入され湾曲操作によ
り曲げられる湾曲部３２を備える内視鏡であって、湾曲
部３２は、互いに回動可能に連結される複数の節輪を有
し、前記複数の節輪は、湾曲部３２が延出する長手方向
に交差した第一方向（Ｘ軸方向）に沿って延びる回動軸
が長手方向一端に設けられ、且つ長手方向および第一方
向（Ｘ軸方向）の両方に交差した第二方向（Ｙ軸方向）
に沿って延びる回動軸が長手方向他端に設けられた第一
節輪３２１と、第一方向（Ｘ軸方向）に沿って互いに平
行に延びる回動軸が長手方向の両端にそれぞれ設けられ
た第二節輪３２２とを含んで構成され、湾曲部３２の先
端側に配置された第一方向（Ｘ軸方向）に沿って延びる
回動軸の個数は、湾曲部３２の基端側に配置された第一
方向（Ｘ軸方向）に沿って延びる回動軸の個数よりも多
い。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　体腔内に先端側から挿入され湾曲操作により曲げられる湾曲部を備える内視鏡であって
、
　前記湾曲部は、互いに回動可能に連結される複数の節輪を有し、
　前記複数の節輪は、前記湾曲部が延出する長手方向に交差した第一方向に沿って延びる
回動軸が前記長手方向一端に設けられ、且つ前記長手方向および前記第一方向の両方に交
差した第二方向に沿って延びる回動軸が前記長手方向他端に設けられた第一節輪と、前記
第一方向に沿って互いに平行に延びる回動軸が前記長手方向の両端にそれぞれ設けられた
第二節輪とを含んで構成され、
　前記湾曲部の先端側に配置された前記第一方向に沿って延びる回動軸の個数は、前記湾
曲部の基端側に配置された前記第一方向に沿って延びる回動軸の個数よりも多い内視鏡。
【請求項２】
体腔内に先端側から挿入され湾曲操作により曲げられる湾曲部を備える内視鏡であって、
　前記湾曲部は、互いに回動可能に連結される複数の節輪を有し、
　前記複数の節輪は、前記湾曲部が延出する長手方向に交差した第一方向に沿って延びる
回動軸が前記長手方向一端に設けられ、且つ前記長手方向および前記第一方向の両方に交
差した第二方向に沿って延びる回動軸が前記長手方向他端に設けられた第一節輪と、前記
第一方向に沿って互いに平行に延びる回動軸が前記長手方向の両端にそれぞれ設けられた
第二節輪とを含んで構成され、
　前記湾曲部の先端側に配置された前記第一方向に沿って延びる回動軸の個数は、前記湾
曲部の先端側に配置された前記第二方向に沿って延びる回動軸の個数よりも多い内視鏡。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の内視鏡であって、
　前記先端側に配置された前記第二節輪の回動軸はいずれも、前記長手方向に直交する前
記湾曲部の断面の中心から同じ側に偏心した位置を通る内視鏡。
【請求項４】
　請求項３に記載の内視鏡であって、
　当該内視鏡の先端部には、前記湾曲部が曲げられていない状態での前記長手方向に沿っ
た光軸を有する対物レンズが設けられ、
　前記対物レンズの光軸は、前記湾曲部が曲げられていない状態において、前記先端側に
配置された複数の前記第二節輪の回動軸を含む面上に設定される内視鏡。
【請求項５】
　請求項３または請求項４に記載の内視鏡であって、
　前記第一方向を回動中心とする前記各節輪の回動により前記湾曲部が曲げられる湾曲操
作の際に牽引される線状部材が、前記先端側に配置された前記第二節輪の回動軸が前記長
手方向に直交する前記湾曲部の断面の中心から偏心した側と同じ側にのみ設けられ、前記
線状部材から前記断面の中心までの距離は、前記先端側に配置された前記第二節輪の回動
軸から前記断面の中心までの距離よりも大きい内視鏡。
【請求項６】
　請求項３または請求項４に記載の内視鏡であって、
　前記第一方向を回動中心とする前記各節輪の回動により前記湾曲部が曲げられる湾曲操
作の際に牽引される線状部材が、前記先端側に配置された前記第二節輪の回動軸が前記長
手方向に直交する前記湾曲部の断面の中心から偏心した側と反対側にのみ設けられる内視
鏡。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか一項に記載の内視鏡であって、
　前記先端側には、複数の前記第二節輪が互いに連続して配置される内視鏡。
【請求項８】
　請求項１から７のいずれか一項に記載の内視鏡であって、
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　前記先端側に配置された前記第二節輪の前記長手方向の寸法は、前記第一節輪の前記長
手方向の寸法よりも小さい内視鏡。
【請求項９】
　請求項１から８のいずれか一項に記載の内視鏡であって、
　当該内視鏡の先端部には、前記湾曲部が曲げられていない状態での前記長手方向に沿っ
た光軸を有する対物レンズが設けられる内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　十二指腸近傍の胆管や膵管などの特に細い部分の診断に使用される内視鏡として、撮像
系の対物レンズと、処置具用チューブの開口部とが内視鏡挿入部の先端部側面に設けられ
た側視型内視鏡が用いられている。例えば十二指腸に開口する胆管内部を診断する場合、
処置具用チューブにカテーテルを挿入し、カテーテルにより胆管内に造影剤を注入し、Ｘ
線透視を行う。あるいは、処置具用チューブを通じて子内視鏡（ファイバースコープ）を
胆管内に挿入して観察を行う（特許文献１）。この場合、処置具用チューブの内部が子内
視鏡で占められてしまうため、処置具用チューブに鉗子等を挿通して使うことができない
。すなわち、胆管内部などの狭いところに関しては、観察のみが可能で、処置はできなか
った。
【０００３】
　ここで、観察と処置とを同時に可能にするため、挿入部先端に挿入方向前方に向かって
対物レンズが設けられた直視型内視鏡を使い、この内視鏡の挿入部を直接胆管内部に挿入
することが考えられるが、十二指腸等の狭い空間で使うためには、挿入部の湾曲性能が重
要となる。湾曲性能の改善に関しては、上下左右の四方向への回動のために組み合わせら
れる第１四方向湾曲駒および第２四方向湾曲駒と、上下二方向に回動する二方向駒とのそ
れぞれのピン間距離を適切な値に設定した例がある（特許文献２）。この例によれば、湾
曲部の曲率半径が局所的に変化することなく、滑らかな形状で湾曲させることが可能とな
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－１４４３８１号公報
【特許文献２】特開２００２－２０９８３２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述のように、湾曲操作された際に、湾曲部を滑らかに湾曲させて内視鏡の操作性を向
上させる試みがされているが、近年、小径の挿入部を有する内視鏡を使用する際に、湾曲
部を小回り良く湾曲させたいという要望が出ている。特に、小径でかつ直視型の内視鏡を
用いて胆管等に挿入部を挿入し、観察と処置とを同時に行うためには、胆管等に挿入し易
いように湾曲部の曲率半径を小さくすることが課題となる。
　本発明は、体腔内の狭い空間であっても使用し易い湾曲性能を有する内視鏡を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　体腔内に先端側から挿入され湾曲操作により曲げられる湾曲部を備える内視鏡であって
、
　前記湾曲部は、互いに回動可能に連結される複数の節輪を有し、
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　前記複数の節輪は、前記湾曲部が延出する長手方向に交差した第一方向に沿って延びる
回動軸が前記長手方向一端に設けられ、且つ前記長手方向および前記第一方向の両方に交
差した第二方向に沿って延びる回動軸が前記長手方向他端に設けられた第一節輪と、前記
第一方向に沿って互いに平行に延びる回動軸が前記長手方向の両端にそれぞれ設けられた
第二節輪とを含んで構成され、
　前記湾曲部の先端側に配置された前記第二節輪の個数は、前記湾曲部の基端側に配置さ
れた前記第二節輪の個数よりも多い内視鏡。
【０００７】
体腔内に先端側から挿入され湾曲操作により曲げられる湾曲部を備える内視鏡であって、
　前記湾曲部は、互いに回動可能に連結される複数の節輪を有し、
　前記複数の節輪は、前記湾曲部が延出する長手方向に交差した第一方向に沿って延びる
回動軸が前記長手方向一端に設けられ、且つ前記長手方向および前記第一方向の両方に交
差した第二方向に沿って延びる回動軸が前記長手方向他端に設けられた第一節輪と、前記
第一方向に沿って互いに平行に延びる回動軸が前記長手方向の両端にそれぞれ設けられた
第二節輪とを含んで構成され、
　前記湾曲部の先端側に配置された前記第一方向に沿って延びる回動軸の個数は、前記湾
曲部の基端側に配置された前記第一方向に沿って延びる回動軸の個数よりも多い内視鏡。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の内視鏡によれば、湾曲部の曲率半径が小さいことから体腔内の狭い空間であっ
ても使用し易い湾曲性能が得られる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施形態を説明するための一例である内視鏡の外観図である。
【図２】挿入部の先端部の正面図である。
【図３】外皮部材を取り外した状態の湾曲部の側面図である。
【図４】第一節輪および第二節輪の斜視図である。
【図５】基端側領域における湾曲部の断面図である。
【図６】先端側領域における湾曲部の断面図である。
【図７】湾曲部の上下方向への湾曲状態を示す図である。
【図８】湾曲部の左右方向への湾曲状態を示す図である。
【図９】十二指腸近傍の概略図および十二指腸の一部を切り欠いた図である。
【図１０】胆管に先端部が挿入された状態を示す図である。
【図１１】本発明の実施形態を説明するための他の例に係る湾曲部および先端部の側面図
である。
【図１２】第二節輪の斜視図である。
【図１３】湾曲部が上方向に曲げられた状態の模式図である。
【図１４】本発明の変形例に係る湾曲部を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　図１～図１０を参照して、本発明の実施形態を説明するための内視鏡の一例について説
明する。
　図１は、直視型の内視鏡１の外観図である。内視鏡１は、操作部２０と、操作部２０に
基端側が連設され体腔内（特には胆管内）に挿入される挿入部３０とを備える。操作部２
０には、ユニバーサルケーブル２が接続され、このユニバーサルケーブル２は、コネクタ
３を介して図示しない制御装置に着脱自在に接続される。
【００１１】
　操作部２０は、湾曲動作のために操作されるアングルノブ２１、２２と、送気・送水、
吸引、撮像等に関する各種の操作ボタン２３と、鉗子等の処置具が挿入される鉗子挿入口
２４とを有する。アングルノブ２１，２２にはそれぞれ２本ずつ、合計４本のワイヤ２１
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１，２１２，２２１，２２２（図３、図５、および図６に図示）が図示しないプーリを介
して接続されている。これらのワイヤは操作部２０および挿入部３０のそれぞれに内包さ
れ、各ワイヤの端部は挿入部３０の先端部３３に固着されている。
【００１２】
　ユニバーサルケーブル２、操作部２０、および挿入部３０のそれぞれには、各種の管路
やライトガイド、信号線等が内包されている。制御装置の光源部からの出射光はライトガ
イドを介して先端部３３まで到達する。同様に、制御装置からの送気・送水や、鉗子挿入
口２４から挿入された処置具もまた、それぞれの管路を介して先端部３３まで到達する。
【００１３】
　挿入部３０は、操作部２０側から順に、可撓性を有する軟性部３１と、アングルノブ２
１，２２の操作によるワイヤの牽引動作によって図１の二点鎖線のように曲がる湾曲部３
２と、湾曲部３２の動きに追従して向きを変える先端部３３とを有する。軟性部３１およ
び湾曲部３２は、ネットやゴム製チューブ等を含む外皮部材３０１によって被覆されてい
る。
【００１４】
　図２は、先端部３３の正面図である。先端部３３には、ライトガイドで導光された照明
光用の窓３３１，３３２と、観察対象部位に向けられる観察窓３３３と、鉗子挿入口２４
（図１）に連設された鉗子チャンネルの端部である開口部３３４と、送気・送水チャンネ
ルに取り付けられたノズル３３５とが設けられている。観察窓３３３の背面側には、図示
しない対物レンズが設けられている。この対物レンズの光軸は、図２の紙面に直交する。
先端部３３の内部には、対物レンズを介して結像した光学像を光電変換するＣＣＤやＣＭ
ＯＳ等の撮像素子が設けられている。この撮像素子は、信号線を介して制御装置の信号処
理部に接続される。
【００１５】
　図３は、外皮部材３０１を取り外した状態の湾曲部３２の側面図である。図３、図５、
および図６では、湾曲部３２が内包する管路やライトガイド等の図示を省略する。
　湾曲部３２は、複数の第一節輪３２１と、複数の第二節輪３２２とを有する。これらの
第一節輪３２１および第二節輪３２２は決められた個数比率で並べられ、湾曲部３２の長
さを二等分する中心線ＣＬから基端側の基端側領域Ａ１と中心線ＣＬから先端側の先端側
領域Ａ２とでは、その個数比率が相違する。第一節輪３２１および第二節輪３２２の軸方
向の寸法（幅）が同一のため、長さが同一とされた基端側領域Ａ１と先端側領域Ａ２との
それぞれにおける第一節輪３２１および第二節輪３２２の合計数は等しい。よって、基端
側領域Ａ１および先端側領域Ａ２のそれぞれにおける第一節輪３２１と第二節輪３２２と
の個数比は、基端側領域Ａ１および先端側領域Ａ２のそれぞれにおける第二節輪３２２の
個数に言い換えられる。
【００１６】
　なお、中心線ＣＬが一の節輪上に位置する場合には、この節輪が基端側領域Ａ１および
先端側領域Ａ２のいずれか一方に配置された状態と考えてもよいし、この節輪がいずれの
領域Ａ１，Ａ２にも配置されていない状態と考えてもよい。これらは適宜決められる。
【００１７】
　湾曲部３２が曲げられていない状態では、湾曲部３２の軸線Ｂ－Ｂは直線であるが、湾
曲部３２が曲げられた状態では、湾曲部３２の軸線Ｂ－Ｂは、湾曲部３２の互いに離間す
るそれぞれの部分における円形断面の中心を通り、全体として湾曲した線となる。このよ
うな軸線Ｂ－Ｂに沿った方向を湾曲部３２が延出する長手方向という。
【００１８】
　図４は、第一節輪３２１および第二節輪３２２の斜視図である。第一節輪３２１は、断
面円形の略筒状に形成されている。湾曲部３２の長手方向に沿った第一節輪３２１の軸方
向Ｚ（Ｚ軸方向）の一端には、ピン３２０（図３）がそれぞれ挿通される一対の連結部３
２１Ａ，３２１Ａが第一節輪３２１の直径方向両側にそれぞれ形成されている。ここで、
一対の連結部３２１Ａ，３２１Ａにそれぞれ挿通される一対のピン３２０の同軸上に、回
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動軸が設けられている。後述する一対の連結部３２１Ｂ，３２１Ｂおよび一対の連結部３
２２Ａ，３２２Ａにそれぞれ挿通されるピン３２０に関しても、同様に回動軸が設けられ
ている。
【００１９】
　第一節輪３２１のＺ軸方向の他端には、ピン３２０がそれぞれ挿通される一対の連結部
３２１Ｂ，３２１Ｂが、他の連結部３２１Ａ，３２１Ａ同士を結ぶ方向と交差する方向（
ここでは直交する方向）における両側にそれぞれ形成されている。すなわち、第一節輪３
２１の軸方向両側の回動軸は、第一方向としてのＸ軸方向および第二方向としてのＹ軸方
向にそれぞれ沿って互いに直交する。なお、第一方向および第二方向とは、湾曲部３２が
曲げられていない状態での方向をいう。
【００２０】
　第二節輪３２２は、断面円形の略筒状に形成され、第二節輪３２２の軸方向（Ｚ軸方向
）の両端にはそれぞれ、ピン３２０が挿通される一対の連結部３２２Ａ，３２２Ａが形成
されている。第二節輪３２２と第一節輪３２１とが連結されるとき、第二節輪３２２の連
結部３２２Ａ，３２２Ａは、第一節輪３２１の連結部３２１Ａ，３２１Ａにそれぞれ連結
される。すなわち、第二節輪３２２の軸方向両側の回動軸は、Ｘ軸方向に沿って互いに平
行に設けられている。
【００２１】
　図５は、基端側領域Ａ１における湾曲部３２の断面図である。基端側領域Ａ１には、第
一節輪３２１が連続して配置されており、基端側領域Ａ１には第二節輪３２２が配置され
ていない。第一節輪３２１のＺ軸方向両側の回動軸は互いに直交するため、第一節輪３２
１の回動方向は、Ｚ軸方向の一端側に隣接する第一節輪３２１に対しては、Ｘ軸の軸周り
方向（Ｘ回転方向）であり、Ｚ軸方向の他端側に隣接する第一節輪３２１に対しては、Ｙ
軸の軸周り方向（Ｙ回転方向）である。
　第一節輪３２１は、回動軸を頂点とするカーブが付けられた形状とされているため、隣
り合う第一節輪３２１，３２１の間に隙間ＳＰが形成される。この隙間ＳＰにより、第一
節輪３２１同士の相対的な回動角度を大きくできる。
【００２２】
　図６は、先端側領域Ａ２における湾曲部３２の断面図である。先端側領域Ａ２では、第
一節輪３２１同士が連結される他、第一節輪３２１と第二節輪３２２とが連結され、また
第二節輪３２２同士が連結される。これら第一節輪３２１および第二節輪３２２は、所定
の順序で配列されている。この構成において、先端側領域Ａ２では、第一方向（Ｘ軸方向
）に沿って延びる回動軸の個数の方が第二方向（Ｙ軸方向）に沿って延びる回動軸の個数
よりも多い。
　第一節輪３２１に連結される第二節輪３２２の連結部３２２Ａは、第一節輪３２１のＸ
回転方向に回動する連結部３２１Ａに連結される。第二節輪３２２にも回動軸を頂点とす
るカーブが付けられているため、第一節輪３２１と第二節輪３２２との相対的な回動角度
、および第二節輪３２２同士の相対的な回動角度を大きくできる。
【００２３】
　ピン３２０は、連結部３２１Ａ，３２１Ｂ，３２２Ａのそれぞれの外周面にかしめられ
ている。連結部３２１Ａ，３２１Ｂ，３２２Ａの内側にピン３２０が突出した部分には、
ワイヤ等が挿通されるガイド孔が形成されている。
【００２４】
　図５および図６にはそれぞれ、３本のワイヤ２１１，２１２，２２１が示されている。
アングルノブ２１に連動する２本のワイヤ２１１，２１２はそれぞれ、第一節輪３２１の
連結部３２１Ｂ、３２１Ｂに挿通される。また、アングルノブ２２に連動する２本のワイ
ヤ（そのうち１本は図５および図６に図示したワイヤ２２１）はそれぞれ、第一節輪３２
１の連結部３２１Ａ、３２１Ａと第二節輪３２２の連結部３２２Ａ，３２２Ａとに挿通さ
れる。これら４本のワイヤの先端は、先端部３３の内部にそれぞれ固着される。
【００２５】
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　アングルノブ２１を操作すると、２本のワイヤ２１１，２１２の一方が牽引され、第一
節輪３２１および第二節輪３２２のそれぞれがＸ回転方向に回動する。これらの第一節輪
３２１および第二節輪３２２の回動角度が積算されるので、湾曲部３２が全体として上方
向または下方向に湾曲し、これに追従して先端部３３の向きが上方向または下方向に変更
される。
　また、アングルノブ２２を操作すると、２本のワイヤ２２１，２２２の一方が牽引され
、第一節輪３２１がＹ回転方向に回動する。これにより第一節輪３２１の回動角度が積算
されるので、湾曲部３２が全体として左方向または右方向に湾曲し、これに追従して先端
部３３の向きが左方向または右方向に変更される。
　なお、主に被験者が寝た姿勢のときを想定して、湾曲部３２の湾曲方向を上下方向、左
右方向と言うが、例えば、湾曲部３２が垂直方向に沿って延出しているときには、水平面
内のＸ方向およびＹ方向がそれぞれ、上下方向および左右方向である。
【００２６】
　図７（Ａ）～（Ｃ）は、湾曲部３２の上下方向への湾曲状態を模式的に示す。アングル
ノブ２１を操作すると、Ｘ軸方向の回動軸が回動中心となって第一節輪３２１および第二
節輪３２２がＸ回転方向に回動する。このとき、Ｙ軸方向の回動軸を介して連結された第
一節輪３２１同士は相対的に回動しない。すなわち、第一節輪３２１は、軸方向の一方の
側でのみ、隣接する節輪に対して回動する。一方、第二節輪３２２は、幅方向の両側でそ
れぞれ、隣接する節輪に対して回動する。
【００２７】
　第一節輪３２１および第二節輪３２２のそれぞれの軸方向の寸法（幅）や径寸法、隣接
する節輪との間隔寸法などは同一とされている。前述した第一節輪３２１および第二節輪
３２２の配列状態から、先端側領域Ａ２に配置された第二節輪３２２の個数の方が、基端
側領域Ａ１に配置された第二節輪３２２の個数よりも多いため、先端側領域Ａ２と基端側
領域Ａ１との互いの曲率半径の比は互いの第二節輪３２２の個数比となる。
【００２８】
　したがって、図７（Ｂ）に示した基端側領域Ａ１単独の最小曲率半径Ｒ１よりも、図７
（Ｃ）に示した先端側領域Ａ２単独の最小曲率半径Ｒ２の方が小さい。すなわち、上下方
向に湾曲された際の湾曲部３２は、図７（Ａ）のように先端側の方が曲率半径が小さい状
態に湾曲するので、先端部３３を小回り良く振ることが可能となっている。
【００２９】
　図８は、湾曲部３２の左右方向への湾曲状態を模式的に示す。アングルノブ２２を操作
すると、Ｙ軸方向の回動軸のみが回動中心となって第一節輪３２１同士がＹ回転方向に回
動する。先端側領域Ａ２に配置された第一節輪３２１の個数の方が基端側領域Ａ１に配置
された第一節輪３２１の個数よりも少ないため、左右方向に湾曲された際の湾曲部３２は
、先端側の方が基端側に比べて曲率半径が大きい状態に湾曲する。
【００３０】
　上下方向への湾曲操作と、左右方向への湾曲操作とを同時に行うと、図７（Ａ）の湾曲
動作と図８の湾曲動作とが合成され、先端部３３は上下方向にかつ左右方向に振られる。
このように上下方向にかつ左右方向に振られているとき、先端側領域Ａ２に第二節輪３２
２が数多く配置されていることで、先端側領域Ａ２における左右方向への湾曲が抑制され
る。すなわち、先端部３３に近い先端側領域Ａ２を上下方向に十分に曲げた状態で、左右
方向への湾曲操作を行えば、主として基端側領域Ａ１での左右方向への湾曲によって先端
部３３が左右に振られるので、観察部位を中心として湾曲部３２を旋回させるピボット操
作が可能となる。これにより、対物レンズの視野内に観察部位を収め易くなる。
【００３１】
　図９は、十二指腸近傍の概略図および十二指腸の一部を切り欠いた図である。内視鏡１
の挿入部３０は口腔や鼻腔などから挿入され、胃１０と連通する十二指腸１１まで到達す
る。なお、十二指腸１１の近傍には、肝臓１２、胆嚢１３などが設けられている。十二指
腸１１の内壁には胆管１４が開口しており、胆管１４の開口部分は、窄まった形状の十二
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指腸乳頭１１１である。胆管１４には、膵管１５が合流する。
【００３２】
　胆管１４の内部に先端部３３を挿入する際には、アングルノブ２１，２２の操作により
湾曲部３２を湾曲させて、先端部３３を十二指腸乳頭１１１に向ける。特に、アングルノ
ブ２１を使用して上下方向に、通常は上方向に湾曲部３２を曲げて、十二指腸乳頭１１１
の手前で先端部３３を胆管１４に挿入しやすい向きにする。このとき、湾曲部３２は基端
側で緩やかに曲がり、先端側で急激に曲がるので、狭い空間の十二指腸１１内部に湾曲部
３２全体が湾曲した状態でコンパクトに納まる。また、先端部３３が内壁にぶつからず、
先端部３３と内壁との距離を確保できるので、十二指腸乳頭１１１に先端部３３を向けや
すい。前述したように、湾曲部３２をピボット操作することなどによって、十二指腸乳頭
１１１を視野に収めつつ、胆管１４の延出方向に沿って十二指腸乳頭１１１を見上げる向
きに先端部３３を振ることができるので、胆管１４内に先端部３３を容易に挿入できる。
【００３３】
　図１０は、先端部３３が十二指腸乳頭１１１を介して胆管１４に挿入された状態を示す
。必要に応じてアングルノブ２１，２２を操作して湾曲部３２の湾曲角度を変えながら、
胆管１４内部で先端部３３を移動させ、観察や処置を行う。処置を行う場合には、鉗子チ
ャンネルを介して処置具が供給される。
【００３４】
　次に、図１１～図１３を参照して、本発明の実施形態を説明するための内視鏡の他の例
について説明する。なお、前述した構成と同様の構成については、同一符号を付して説明
を省略する。
　図１１は、湾曲部４２および先端部３３の側面図である。図１２は、第二節輪４２２の
斜視図である。基端側領域Ａ１には、前述した例での構成と同様に第一節輪３２１が連続
して配置される。一方、先端側領域Ａ２には、第一節輪が配置されておらず、複数の第二
節輪４２２が互いに連続して配置されている。
　第二節輪４２２の軸方向両端にはそれぞれ、一対の連結部４２２Ａ，４２２Ａが形成さ
れている。これらの連結部４２２Ａ，４２２Ａは、第二節輪４２２の直径方向から外れた
位置に形成されている。連結部４２２Ａ，４２２Ａにそれぞれ挿通される一対のピン３２
０の同軸上に設けられる回動軸は、湾曲部４２（または第二節輪４２２）の軸線Ｂ－Ｂに
直交する断面の中心を通らずに、中心から偏心した位置を通る。すなわち、先端側領域Ａ
２に配置された第二節輪４２２の各回動軸はいずれも中心から同じ側に偏心した位置を通
る。
【００３５】
　基端側領域Ａ１と先端側領域Ａ２との境界近傍には、第一節輪３２１と第二節輪４２２
との連結用の第三節輪４２３が配置されている。第三節輪４２３の軸方向両端には、第一
節輪３２１に連結される連結部３２１Ａと、第二節輪４２２に連結される連結部４２２Ａ
とがそれぞれ形成されている。
【００３６】
　先端部３３の内部には、観察窓３３３（図２）の背面側に設けられる対物レンズ３３６
と、対物レンズ３３６を介して結像した観察像を屈曲させるプリズム３３７と、観察像を
光電変換するＣＣＤ、ＣＭＯＳ等の撮像素子３３８とが設けられている。対物レンズ３３
６は、先端部３３を正面から見たとき先端部３３の中心から偏心した位置に設けられてい
る。対物レンズ３３６の光軸ＬＡは、湾曲部４２が曲げられていない状態において、先端
側領域Ａ２に配置された複数の第二節輪４２２の回動軸を含む面上に設定されている。す
なわち、光軸ＬＡは、これら回動軸にそれぞれ直交する。すなわち、対物レンズ３３６の
光軸ＬＡは、第二節輪４２２の回動軸の配列方向の延長上にある。
【００３７】
　図１１のように、左右方向に関する２本のワイヤ（そのうち１本のワイヤ２２１を図示
）は前述した例と同様に設けられている。一方、上下方向への湾曲に関するワイヤ２１１
は、先端側領域Ａ２に配置された第二節輪４２２の回動軸が湾曲部４２の軸線Ｂ－Ｂに直
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交する断面の中心から偏心した側と同じ側にのみ設けられ、そのワイヤ２１１の位置は、
先端側領域Ａ２に配置された第二節輪４２２の回動軸よりも第二節輪４２２の外側の位置
とされている。すなわち、ワイヤ２１１から湾曲部４２の断面中心までの距離は、先端側
領域Ａ２に配置された第二節輪４２２の回動軸から湾曲部４２の断面中心までの距離より
も大きい。すなわち、上下方向に関しては軸線Ｂ－Ｂよりも上側にのみ、１本のワイヤ２
１１が設けられており、これによって、上下方向に関する湾曲操作の方向が一方向に限定
されている。なお、図１２には図示していないが、第二節輪４２２の連結部４２２Ａの間
に架設された部分の内周面には、ワイヤ２１１が挿通されるパイプなどが固着されている
。
【００３８】
　ここで、挿入部３０が挿入される口腔や鼻腔から十二指腸１１への経路は比較的単純で
あり、十二指腸乳頭１１１を視野に収める際には、十二指腸乳頭１１１を見上げる方向、
すなわち上方向への湾曲操作が可能であれば足りる。したがって、上方向に関する１本の
ワイヤ２１１のみを設け、下方向に関するワイヤを省略することで、挿入部３０の細径化
が図られる。左右方向のように２本のワイヤ２２１，２２２が用いられていれば、一方の
ワイヤの牽引を解除した際に他方のワイヤの張力を借りて湾曲部４２が復元するが、上下
方向に関して１本のワイヤ２１１しかない場合にワイヤ２１１の牽引を解除した際には、
湾曲部４２は鉗子チャンネルや外皮部材３０１の弾性等によって復元する。
　なお、上方向への湾曲操作に関するワイヤの本数は１本には限定されず、例えば、上方
向への湾曲操作に関する２本や３本のワイヤが湾曲部の断面円周上の近接する位置に設け
られていてもよい。
　また、湾曲操作の方向は、上下方向のうち、下方向に限定されていてもよい。すなわち
、第一方向を回動中心とする第一節輪３２１および第二節輪４２２の回動により湾曲部４
２が曲げられる上下方向への湾曲操作の際に牽引されるワイヤが、先端側領域Ａ２に配置
された第二節輪４２２の回動軸が湾曲部４２の断面の中心から偏心した側と反対側に（つ
まり下側（－Ｙ方向側）に）のみ設けられていてもよい。この場合にも、挿入部３０の細
径化が図られる。
【００３９】
　図１３は、アングルノブ２１の操作でワイヤ２１１が牽引されることにより、湾曲部４
２が上方向に曲げられた状態を模式的に示す。湾曲部４２は、第二節輪４２２の回動軸が
並んだ側を湾曲内側として曲げられる。このように第二節輪４２２の回動軸が偏心した側
にあるワイヤ２１１の牽引により、湾曲部４２が曲げられるので、湾曲部４２の先端側で
の曲率半径がより小さくなり、小回り性能をより向上させることができる。
　これに加えて、対物レンズ３３６の光軸ＬＡが、先端側に配置された複数の第二節輪４
２２の回動軸を含む面上にある（光軸ＬＡが各回動軸と直交関係にある）ため、上方向へ
の湾曲操作の際に、対物レンズ３３６が振れる量を最小限に抑制することができる。すな
わち、対物レンズの光軸に合わせて第二節輪４２２の各回動軸が偏心しているため、視点
の動きが抑制される。このため、視野の方向転換をスムーズに行える。なお、第二節輪４
２２の回動軸が並んだ側を湾曲外側として曲げた際の曲率半径（下方向への湾曲時の曲率
半径）を小さくすることは難しいので、第二節輪４２２の回動軸が偏心した側と反対側に
設けられるワイヤを省略して挿入部３０の細径化を図るのが好ましい。
【００４０】
　図１４は、前述した構成の変形例に係る湾曲部５２を示す。湾曲部５２は、第一節輪３
２１と比較して、軸方向長さ（幅）の寸法が短い第二節輪５２２を有する。このような第
二節輪５２２が先端側領域Ａ２に連続して配置されることで、先端側での曲率半径がさら
に小さくなるので、小回り性能を向上させることができる。先端側領域Ａ２に配置される
節輪の配列については適宜に設計でき、必要に応じて、先端側領域Ａ２における基端側の
部分には前述した第二節輪３２２が連続して配置され、先端側領域Ａ２における先端側の
部分には幅が狭い第二節輪５２２が連続して配置された構成としてもよい。これにより、
湾曲部５２をさらに先端側の位置で急激に曲げることが可能となる。なお、基端側から先
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端側に向かって、第二節輪の幅を徐々に小さくすることも考えられる。
【００４１】
　前述した構成中の基端側領域Ａ１には第二節輪が配置されていなかったが（図３、図１
２、および図１４参照）、これに限らず、湾曲部の長さを二等分する中心線から基端側に
第二節輪が配置されていてもよい。また、図３の先端側領域Ａ２において第一節輪３２１
が二個連続した後に第二節輪３２２が二個連続する、という順序で節輪が配置されていた
が、これに限らず、第一節輪が二個連続した後に第二節輪が一個配置されていてもよい。
また、第二節輪の個数が、基端側から先端側に向かって次第に多くなるように構成しても
よい。この場合、節輪の個数比率が基端側から先端側に向かって勾配を持つ。要するに、
先端側領域と基端側領域とを想定した場合に、先端側領域における第二節輪の個数が基端
側領域における第二節輪の個数よりも多ければよい。
【００４２】
　以上では、構成の明確化のため、中心線を境界とする基端側領域と先端側領域とを想定
し、これらの領域にそれぞれに含まれる第二節輪の個数を用いて説明したが、本件発明の
技術思想としては、第一節輪および第二節輪の配置密度を基端側と先端側とで異ならせ、
これによって基端側と先端側とで曲率半径を異ならせるというものである。ここで、曲率
半径を変化させる要素としては、第一節輪および第二節輪のそれぞれの幅（軸方向長さ）
、節輪間に形成される隙間などが考えられ、これらが配置密度に係る事項であると考えら
れる。また、節輪の径、具体的には、ピンの位置から節輪外周までの距離も曲率半径に影
響を与える。要は、曲率半径を小さくしたい領域における節輪の配置、形状、寸法等につ
いて様々な考察を加えることが可能である。
　なお、節輪の個数は、連結部の個数で言い換えることも可能である。また、節輪の連結
部は、筒状の節輪本体に一体に形成されたものに限らず、節輪本体とは別体とされていて
もよい。
【００４３】
　直視型に限らず、側視型の内視鏡として構成された場合も、小回り性能を向上させるこ
とができる。観察および処置の対象となる部位は、胆管、膵管などの他、食道、咽頭、お
よび胃腸などであってもよく、限定されない。
　撮像系の構成は、ＣＣＤ，ＣＭＯＳ等を有するものに限定されない。
【００４４】
　以上の通り、本明細書には次の事項が開示されている。
（１）　体腔内に先端側から挿入され湾曲操作により曲げられる湾曲部を備える内視鏡で
あって、
　前記湾曲部は、互いに回動可能に連結される複数の節輪を有し、
　前記複数の節輪は、前記湾曲部が延出する長手方向に交差した第一方向に沿って延びる
回動軸が前記長手方向一端に設けられ、且つ前記長手方向および前記第一方向の両方に交
差した第二方向に沿って延びる回動軸が前記長手方向他端に設けられた第一節輪と、前記
第一方向に沿って互いに平行に延びる回動軸が前記長手方向の両端にそれぞれ設けられた
第二節輪とを含んで構成され、
　前記湾曲部の先端側に配置された前記第一方向に沿って延びる回動軸の個数は、前記湾
曲部の基端側に配置された前記第一方向に沿って延びる回動軸の個数よりも多い内視鏡。
【００４５】
　この内視鏡によれば、第一方向を回動中心とする湾曲方向に関して、先端側の曲率半径
を基端側の曲率半径よりも小さくでき、狭い空間に適した形状に湾曲させることが可能と
なるので、操作性を向上させることができる。
【００４６】
（２）　体腔内に先端側から挿入され湾曲操作により曲げられる湾曲部を備える内視鏡で
あって、
　前記湾曲部は、互いに回動可能に連結される複数の節輪を有し、
　前記複数の節輪は、前記湾曲部が延出する長手方向に交差した第一方向に沿って延びる
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回動軸が前記長手方向一端に設けられ、且つ前記長手方向および前記第一方向の両方に交
差した第二方向に沿って延びる回動軸が前記長手方向他端に設けられた第一節輪と、前記
第一方向に沿って互いに平行に延びる回動軸が前記長手方向の両端にそれぞれ設けられた
第二節輪とを含んで構成され、
　前記湾曲部の先端側に配置された前記第一方向に沿って延びる回動軸の個数は、前記湾
曲部の先端側に配置された前記第二方向に沿って延びる回動軸の個数よりも多い内視鏡。
　この内視鏡によれば、第一方向を回動中心とする湾曲方向に関して、先端側の曲率半径
を基端側の曲率半径よりも小さくでき、狭い空間に適した形状に湾曲させることが可能と
なるので、操作性を向上させることができる。
【００４７】
（３）　（１）または（２）の内視鏡であって、
　前記先端側に配置された前記第二節輪の回動軸はいずれも、前記長手方向に直交する前
記湾曲部の断面の中心から同じ側に偏心した位置を通る内視鏡。
　この内視鏡によれば、先端側での第二節輪の回動軸が偏心した側を内側として湾曲させ
た際に、先端側での曲率半径を小さくできる。
【００４８】
（４）　（３）の内視鏡であって、
　当該内視鏡の先端部には、前記湾曲部が曲げられていない状態での前記長手方向に沿っ
た光軸を有する対物レンズが設けられ、
　前記対物レンズの光軸は、前記湾曲部が曲げられていない状態において、前記先端側に
配置された複数の前記第二節輪の回動軸を含む面上に設定される内視鏡。
　この内視鏡によれば、胆管などの特に細い箇所に内視鏡挿入部を直接挿入することによ
り、その細い箇所に対する観察と処置との両方を同時に実現できるうえ、第二節輪の回動
軸が偏心した側を内側として湾曲させた際に、視点の動きが抑制されるので、操作性を向
上させることができる。
【００４９】
（５）　（３）または（４）の内視鏡であって、
　前記第一方向を回動中心とする前記各節輪の回動により前記湾曲部が曲げられる湾曲操
作の際に牽引される線状部材が、前記先端側に配置された前記第二節輪の回動軸が前記長
手方向に直交する前記湾曲部の断面の中心から偏心した側と同じ側にのみ設けられ、前記
線状部材から前記断面の中心までの距離は、前記先端側に配置された前記第二節輪の回動
軸から前記断面の中心までの距離よりも大きい内視鏡。
　この内視鏡によれば、第二節輪の回動軸が偏心した側と反対側に通常は設けられる線状
部材を省略可能であり、これによって挿入部の細径化が図られる。
【００５０】
（６）　（３）または（４）の内視鏡であって、
　前記第一方向を回動中心とする前記各節輪の回動により前記湾曲部が曲げられる湾曲操
作の際に牽引される線状部材が、前記先端側に配置された前記第二節輪の回動軸が前記長
手方向に直交する前記湾曲部の断面の中心から偏心した側と反対側にのみ設けられる内視
鏡。
　この内視鏡によれば、第二節輪の回動軸が偏心した側と同じ側に設けられる線状部材を
省略可能であり、これによって挿入部の細径化が図られる。
【００５１】
（７）　（１）から（５）のいずれか一項に記載の内視鏡であって、
　前記先端側には、複数の前記第二節輪が互いに連続して配置される内視鏡。
　この内視鏡によれば、第二節輪が連続しない場合と比べて第一方向の回動軸の密度が高
まるので、第二節輪が並んだ部分の第一方向を回動中心とする回動角度が積算された湾曲
角度が大きくなる。これにより、先端側での曲率半径をより一層小さくできる。
　なお、先端側で連続して配置されるのは、先端側領域に配置されるすべての第二節輪で
なくてもよい。先端側領域の一部だけで第二節輪が連続して配置されている場合でも、そ
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【００５２】
（８）　（１）～（７）のいずれか一項に記載の内視鏡であって、
　前記先端側に配置された前記第二節輪の前記長手方向の寸法は、前記第一節輪の前記長
手方向の寸法よりも小さい内視鏡。
　この内視鏡によれば、幅寸法が小さい分、先端側での曲率半径をさらに小さくできる。
【００５３】
（９）　（１）～（８）のいずれか一項に記載の内視鏡であって、
　当該内視鏡の先端部には、前記湾曲部が曲げられていない状態での前記長手方向に沿っ
た光軸を有する対物レンズが設けられる内視鏡。
　この内視鏡によれば、胆管などの特に細い箇所に内視鏡挿入部を直接挿入することによ
り、その細い箇所に対する観察と処置との両方を同時に実現できる。
【符号の説明】
【００５４】
１　　　　　内視鏡
２　　　　　ユニバーサルケーブル
３　　　　　コネクタ
２０　　　　操作部
２１，２２　アングルノブ
３０　　　　挿入部
３１　　　　軟性部
３２　　　　湾曲部
３３　　　　先端部
４２　　　　湾曲部
５２　　　　湾曲部
２１１，２１２，２２１，２２２　ワイヤ
３０１　　　外皮部材
３２０　　　ピン
３２１　　　第一節輪
３２１Ａ　　連結部
３２１Ｂ　　連結部
３２２　　　第二節輪
３２２Ａ　　連結部
３３３　　　観察窓
３３６　　　対物レンズ
３３７　　　プリズム
３３８　　　撮像素子
４２２　　　第二節輪
４２２Ａ　　連結部
４２３　　　第三節輪
５２２　　　第二節輪
Ａ１　　　　基端側領域
Ａ２　　　　先端側領域
Ｂ－Ｂ　　　軸線
ＣＬ　　　　中心線
ＬＡ　　　　光軸
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种具有弯曲性能的内窥镜，即使在体腔的狭窄空
间中也可以容易使用。 一种内窥镜，其包括从顶端侧插入到体腔中并通
过弯曲操作弯曲的弯曲部（32），其中，弯曲部（32）具有彼此可旋转
地连接的多个节点环， 在多个节点环中，在长度方向的一端设置有沿与
弯曲部32延伸的长度方向相交的第一方向（X轴方向）延伸的旋转轴，该
长度方向与第一方向（ 旋转轴沿着与第二方向（X轴方向）相交的第二
方向（Y轴方向）和设置在长度方向的另一端的第一节点环321沿着第一
方向（X轴方向）延伸。 彼此平行延伸的旋转轴被构造成包括第二节点
环322，第二节点环322分别设置在纵向方向上的两端并且沿着布置在弯
曲部32的远端侧上的第一方向（X轴方向）设置。 沿相同方向延伸的旋
转轴的数量大于沿布置在弯曲部32的基端侧的沿第一方向（X轴方向）延
伸的旋转轴的数量。 [选择图]图3
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